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主  論  文  の  要  旨  
Statistical analysis of complications in laser treatment under general 





平野  由美  
LASER THERAPY, Vol.27(1),27-31,2018 に掲載  
【要  旨】  
全身麻酔下にレーザー治療を行った症例について、合併症の有無と発症予測
因子について多変量解析を用いて検討した。  
2005 年 1 月から 2014 年 12 月までの 10 年間に、東医療センター形成外科で
全身麻酔下レーザー治療を施行した 1 歳から 15 歳までの小児 86 名 330 例（男
児 70 例、女児 260 例）を対象とした。疾患は単純性血管腫、乳児血管腫、異所
性蒙古斑、太田母斑、扁平母斑で、統計学的処理は、単変量およびロジスティ
ック回帰分析による多変量解析で行い、ｐ値が 0.05 未満を有意差ありとした。
統計ソフトは BellCurve for Excel を使用した。  
合併症は 84 例（ 25％）に認めた。麻酔覚醒後の啼泣など興奮が 79 例、咳嗽
が 1 例、嘔吐を 3 例に認めたが、重篤な合併症は認めなかった。合併症に影響
したと考えられた性別、年齢、疾患、部位、機器、麻酔時間、換気方法に対し
単変量解析を行い、p<0.01 を予測因子とした。これらを交絡変数としてロジス
ティック回帰分析を行うと、四肢、 Q スイッチ Nd:YAG レーザー、麻酔時間 60
分以上の 3 項目に有意差を認めた（ p<0.05）。  
麻酔科、小児科など他科との連携を密に行い、重篤な合併症は認めず、基礎
疾患の有無に関係なく安全に施術が可能であった。  
